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中小事業者を取巻く収益環境は依然として厳しい状況の中、事業性貸出および個人ローン等に積極的に取組みました。
また、資金の効率的な運用と経費の抑制に努めるとともに、資産の自己査定に伴う償却引当金等を厳正に対処した結果、経常

利益390百万円、当期純利益256百万円となりました。

（単位：百万円）
令和３年９月末 令和４年３月末 令和４年９月末

業 務 純 益 537 1,166 557
経 常 利 益 315 770 390
当 期 純 利 益 189 508 256

けんしんキャラクター  “ハッピー”

収益の状況

業種別の貸出金内訳
（単位：百万円・％）

業 種
令和４年9月末

残　高 構成比
製 造 業 49,440 19.84
農 業 、 林 業 381 0.15
漁 業 4 0.00
鉱業、採石業、砂利採取業 － －
建 設 業 33,849 13.58
電気、ガス、熱供給、水道業 174 0.07
情 報 通 信 業 667 0.26
運 輸 業 、 郵 便 業 17,167 6.89
卸 売 業 、 小 売 業 44,722 17.95
金 融 業 、 保 険 業 8,291 3.32
不 動 産 業 30,347 12.18
サ ー ビ ス 業 31,405 12.60
物 品 賃 貸 業 976 0.39
学 術 研 究 、
専門・技術サービス業 3,203 1.28

宿 泊 業 1,772 0.71
飲 食 業 4,386 1.76
生 活関連サービス業、
娯 楽 業 1,333 0.53

教 育 、学 習 支 援 業 703 0.28
医 療 、 福 祉 4,995 2.00
そ の 他 の サ ー ビ ス 14,032 5.63
そ の 他 の 産 業 2,025 0.81
小 計 218,478 87.69
地 方 公 共 団 体 等 7,006 2.81
個 人
（住宅・消費・納税資金等） 23,662 9.49

合 計 249,148 100.00
（注）�業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しています。


